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29
年
度
注
目
事
業ｰ 第二次総合計画基本目標ごとの着目事業 ｰ

　下野市発足10余年が経過し、新たなまちづくりを本格的に芽吹かせるための
「下野市地方創生実行予算」として編成されました。

オートキャンプ場等は
先行オープンしてます。

近
隣
公
園
予
定
地

○子育て世代包括支援センター事業
 239万８千円

設備事業
（実施設計）1088万７千円

212万2千円

○大松山運動公園拡張整備事業
10億8529万８千円

○国分寺Ｂ＆Ｇ海洋センター
　改修事業

１億8866万９千円

○こども発達支援センター
　こばと園運営事業

1867万５千円

大切な命を育み、健康で
笑顔あふれるまちづくり

基
本
目
標
１

文化を育み、心豊かな人を
育て未来につなぐまちづくり

基
本
目
標
2

人にやさしい環境が

市民と行政が

安心なまちづくり

づくり
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29
年
度
注
目
事
業

宮前堰

○産地パワーアップ事業　2850万円

○都市再構築プラン策定事業　1200万円

○しもつけ・未来・プロモーション事業　3114万８千円

○観光プロモーション・イベント事業　912万７千円

○定住希望者住宅取得支援事業　420万６千円

○東の飛鳥プロモーション事業　358万２千円

○歴史的風致維持向上計画策定　737万５千円

○石橋地区都市農村交流施設指定管理者委託費　750万円（表紙写真）

○宮前堰改修事業　２億9299万７千円

○コミュニティＦＭ放送

○男女共同参画推進事業

○仁良川地区公園整備事業
２億2780万円

○三王山地区公園整備事業
１億2591万円

地域資源を活かし、産業・
地域が躍進するまちづくり

快適でうるおいのある環境で
新たな人の流れをつくるまちづくり

《地方創生事業》（推進交付金活用事業）総事業費5052万８千円

基
本
目
標
4

基
本
目
標
5

豊かな自然と

市民が主役の

共生した安全・

協働するまち

基
本
目
標
3

基
本
目
標
6
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29
年
度
予
算
概
要

下
野
市

地
方
創
生
実
行
予
算

主
要
事
業
に
つ
い
て

〜
市
長
施
政
方
針
か
ら
〜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
の
概
要

地
方
創
生
の
取
り
組
み
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28
年
度
補
正
予
算

下
野
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売

市
場
の
民
営
化
関
連
議
案

28
年
度
補
正
予
算

資
料
館「
夜
明
け
前
」を
古
民
家
カ
フ
ェ
に

グ
リ
ム
の
森
に
「
お
菓
子
の
家
」
風
の
売
店
を
整
備

カフェに改装する「夜明け前」

内
部
改
装
さ
れ
る
グ
リ
ム
の
館

条
例

人
事

そ
の
他

民営化される栃木県南
公設地方卸売市場



6下野市議会だよりＮｏ.44

質

疑
・

陳

情

答問答

問答問 総
括
質
疑

　厚生労働省の社会保障制度審議会医療保険部会では、「高額療
養費」及び「後期高齢者の窓口負担」の見直しを検討しており、
その審議において、患者負担増が提案されている。更なる負担増
は高齢者の生活を圧迫し、必要な医療が受けられないという事態
を招くため、受診抑制がおきないよう現行の高額療養費制度、後
期高齢者の窓口負担の継続を求める意見書を国に提出することを
求める。

　本年第１回定例会は、23日間の会
期で開催されました。市長提案により、
28年度補正予算案、29年度予算案、
条例の制定・改廃案など、45件の議
案を審議しました。
　常任委員会の審査を経てすべて原案
どおり可決し、石橋中学校校舎改修等
に関する特別委員会を設置しました。

第１回定例会　会期日程

 ２月28日 本会議（開会）
  議案の説明、人事案件の表決
 ３月 １日 本会議
  29年度予算案の説明
　　 ２日 本会議
  一般質問
  （塚原・中村・髙橋・大島）
　　 ３日 本会議
  一般質問
  （小谷野・村尾・磯辺）
　　 ６日 本会議
  総括質疑、委員会付託

付託議案・陳情の委員会審査（７～15日）
 ７、８日 経済建設常任委員会
 10、13日 総務常任委員会
 14、15日 教育福祉常任委員会

 22日 本会議（閉会）
  常任委員長審査報告
  追加議案審査、表決

　思川開発事業の「県南広域的水道整備計画」について、自治基
本条例に基づき計画の全体像について全ての情報が市民に提供さ
れるよう、また、同計画の策定を県に要請するか否か広く市民の
意見を求め積極的に施策に反映させるよう市に求める。

陳
情
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審

議

結

果

議案等番号 付議事件 賛成 反対 結果 主　　な　　内　　容

同意1号 教育委員会委員の選任について 17 0 同意 3月31日に任期満了となる石嶋和夫氏の再任に同意。
同意2号 公平委員会委員の選任について 17 0 同意 3月31日に任期満了となる篠原洋氏の再任に同意。
議案1号 平成28年度一般会計補正予算（第４号） 17 0 可決 事務事業確定等による減額のほか、地方創生拠点整備事業などの追加。
議案2号 平成28年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 17 0 可決 国・県からの補助金額確定、療養給付費交付金額変更などによる減額。
議案3号 平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 17 0 可決 保険料収入見込額の精査、保険基盤安定負担金の交付額確定に伴う増額。

議案4号 平成28年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第
２号） 17 0 可決 介護保険システム改修費用の追加。

議案5号 平成28年度公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 17 0 可決 下水道計画事業認可業務及び特環下水道事業の事業費確定に伴う減額。

議案6号 平成28年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画整理事
業特別会計補正予算（第２号） 17 0 可決 年度内完了が見込めない物件移転補償費を次年度に繰り越し。

議案7号 平成28年度水道事業会計補正予算（第２号） 17 0 可決 水道ビジョン及び水道事業経営戦略策定業務の継続費を補正。
議案8号 平成29年度一般会計予算 17 0 可決 28年度当初と比較して1.7％減の236億７千万円。
議案9号 平成29年度国民健康保険特別会計予算 17 0 可決 療養諸費32億4,662万9,000円、高額療養費４億8,158万4,000円など。
議案10号 平成29年度後期高齢者医療特別会計予算 17 0 可決 栃木県後期高齢者医療広域連合への納付金5億3,624万9,000円など。
議案11号 平成29年度介護保険特別会計予算 17 0 可決 居宅介護サービス給付費16億1,600万円など。

議案12号 平成29年度公共下水道事業特別会計予算 17 0 可決 公共下水道費３億7,446万8,000円、特環下水道費３億5,295万1,000円
など。

議案13号 平成29年度農業集落排水事業特別会計予算 17 0 可決 維持管理費１億1,138万4,000円、公債費２億6,647万1,000円など。

議案14号 平成29年度小山栃木都市計画事業石橋駅周辺土地区画整理事
業特別会計予算 17 0 可決 土地区画整理事業費807万9,000円など。

議案15号 平成29年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画整理事
業特別会計予算 17 0 可決 土地区画整理事業費６億7,561万7,000円など。

議案16号 平成29年度水道事業会計予算 17 0 可決 水道ビジョン及び水道事業経営戦略策定業務委託など。

議案17号 自動交付機の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例の制定に
ついて 17 0 可決 国分寺庁舎の自動交付機廃止に関し、関連条例を一括して改正。

議案18号 職員の配偶者同行休業に関する条例の一部改正について 17 0 可決 配偶者同行休業について、休業開始から３年を超えない範囲で延長を可能に
する。

議案19号 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正につい
て 17 0 可決 法改正等により、育児休業の対象となる子の範囲を拡大、部分休業における

介護時間を新設。
議案20号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 17 0 可決
議案21号 職員の給与に関する条例等の一部改正について 17 0 可決 行政職給料表８級を導入。

議案22号 単純労務職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正に
ついて 17 0 可決 法改正に伴い、修学部分休業や高齢者部分休業、介護時間を追加。

議案23号 市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 17 0 可決
法改正により教育長が特別職の常勤職員になることから、関連条例を改正、
廃止。議案24号 教育長の勤務時間、休日、休暇等及び職務に専念する義務の特

例に関する条例の制定について 17 0 可決

議案25号 教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の廃止について 17 0 可決
議案26号 地域振興基金条例の一部改正について 17 0 可決 基金の趣旨に即した施策の財源として活用するため取り崩しを可能とする。

議案27号 企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正につい
て 17 0 可決 法改正に伴い、修学部分休業や高齢者部分休業、介護時間を追加。

議案28号 こども発達支援センター条例の一部改正について 17 0 可決 こども発達支援センターこばと園が、保健福祉センターきらら館へ移転。
議案29号 保健福祉センター条例の一部改正について 17 0 可決 きらら館に新設されるシャワー室、多目的室等の使用料を規定。
議案30号 学童保育室条例の一部改正について 17 0 可決 国分寺東学童保育室が国分寺東小学校敷地内に移転。

議案31号 工場立地法に基づく緑地等に関する準則を定める条例の一部改
正について 17 0 可決 工場立地法の一部改正により、条例に規定されている引用条項を整理。

議案32号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例
の一部改正について 17 0 可決 食物アレルギー対応アドバイザーの報酬を設け、消費生活相談員の報酬を改

正。
議案33号 体育施設条例の一部改正について 17 0 可決 老朽化に伴い、南河内弓道場を廃止。
議案34号 都市公園条例の一部改正について 17 0 可決 国分寺聖武館の改修に伴い、用途を変更し使用料を改定。
議案35号 公共施設マネジメント検討委員会条例の廃止について 17 0 可決 市公共施設等総合管理計画が作成されたため検討委員会条例を廃止。
議案36号 石橋地区都市農村交流施設における指定管理者の指定について 16 0 可決 石橋地区都市農村交流施設に指定管理者制度を導入。
議案37号 栃木県南公設地方卸売市場事務組合規約の変更について 17 0 可決

卸売市場の民営化に伴い事務組合の解散及び解散後の事務の承継、財産処分
に関し、議決。

議案38号 栃木県南公設地方卸売市場事務組合の解散について 17 0 可決

議案39号 栃木県南公設地方卸売市場事務組合の解散に伴う財産処分につ
いて 17 0 可決

議案40号 市道路線の認定について 17 0 可決 開発行為により設置され、本市に帰属した道路１件（延長41.5ｍ）を認定。
議案41号 公益社団法人全国市有物件災害共済会への加入について 17 0 可決 災害による財産の損害に対応するため、全国市有物件災害共済会に加入。
議案42号 工事請負契約の締結について 17 0 可決 南河内中大規模改修工事の請負契約締結について議決。
発議1号 石橋中学校校舎改修等特別委員会設置に関する決議について 16 1 可決 石橋中学校の改修計画について調査・検討するため特別委員会を設置。
陳情1号 「高額療養費」「後期高齢者の窓口負担」に関する陳情 2 15 不採択 現行の高額療養費制度、後期高齢者の窓口負担の継続を国に求める。
陳情2号 「県南広域的水道整備計画」に関する陳情 継続審査 「県南広域的水道整備計画」について市民への情報提供を求める。
●議案第36号は除斥（※）案件のため、16名で採決した。

表決が分かれた議案の議員賛否状況
議
案
等
番
号

付
議
事
件

出
口　

芳
伸

中
村　

節
子

柳
田
柳
太
郎

大
島　

昌
弘

髙
橋　

芳
市

石
田　

陽
一

小
谷
野
晴
夫

須
藤　
　

勇

秋
山　

幸
男

塚
原　

良
子

若
林　
　

稔

野
田　

善
一

髙
山　

利
夫

岩
永　

博
美

磯
辺　

香
代

松
本　

賢
一

岡
本　

鉄
男

村
尾　

光
子

発議1号 石橋中学校校舎改修等特別委員会設置に関する決議について ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

陳情1号 「高額療養費」「後期高齢者の窓口負担」に関する陳情 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ○ ● ● ○
○…賛成　●…反対　（議長は表決に加わらない）

※除斥・・・ 自己もしくは父母、祖父母、配偶者、子、孫、兄弟姉妹の一身上の事件もしくはこれらの者の従事する業務に直接利害
関係のある事件については、その議事に参与できない。これを除斥という。

第１回定例会の審議結果
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委

員

会

報

告

定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。

常 任 委 員 会
審 査 報 告

総 務

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
設
備
実
施
設
計

（
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
）

問答総 務

下
野
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休

暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問答経 済
建 設
夜
明
け
前（
民
俗
資
料
館
）改
修
事
業

（
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問答経 済
建 設
県
営
ほ
場
整
備
事
業（平

成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
）

問答

総 務

庁
舎
管
理
事
業

（
平
成
29
年
度　
　

一
般
会
計
予
算
）

問答総 務

下
野
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

問答

市役所庁舎

※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
：
国
家
公
務
員
の
給
与
を
１
０
０

と
し
た
場
合
の
地
方
公
務
員
の
給
与
水
準
を
示
す
指
数

※
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委

員

会

報

告

経 済
建 設
自
治
医
大
駅
東
口

バ
リ
ア
フ
リ
ー
事
業　

（
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
）

問答経 済
建 設
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）管
布
設
替
事
業

（
平
成
29
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
）

問答教 育
福 祉
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業

（
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
）

問答

教 育
福 祉
グ
リ
ム
の
森
施
設
整
備
事
業

（
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問答教 育
福 祉
認
知
症
カ
フ
ェ
業
費

（
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
）

問答

教 育
福 祉
大
松
山
運
動
公
園
拡
張
整
備
事
業

（
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
）

問答　
委
員
会
か
ら

グリムの館２階　図書室
控室に改修予定
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委

員

会

報

告

現地調査を実施しました
総務常任委員会経済建設常任委員会教育福祉常任委員会

きらら館

三王山地区公園整備事業

仁良川地区公園整備事業
道路整備事業

西坪山マテリアル
リサイクルセンター予定地

石橋中学校

大松山運動公園

第７分団第１部
新旧消防器具置場

　温浴施設等の空きスペース
を「健康維持メディカルト
レーニング施設」へ、事務
室等の空きスペースを「こば
と園関連施設」へと、それぞ
れの目的に応じて改修された 
きらら館を視察しました。

　現在 消防器具置場が設置
されている上町公民館を視
察した後、次の建設予定地
である旧国分寺庁舎駐車場
へ移動し、新しく建設する
建物の概要について説明を
受けました。

　不燃ごみ及び粗大ごみの
処理、また資源物及び有害
ごみの一時保管のための施
設であり、建設工期を平成
29、30年度の２か年とし、
31年度から業務が開始され
るとの説明を受けました。

　仁良川地区土地区画整理事
業の現地を視察し、事業概要
についての説明を受けながら、
公園整備や道路整備の進捗状
況を確認しました。

石橋地区都市農村交流施設
（ゆうがおパーク）
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委

員

会

報

告

議 会 の 動 き

視察調査報告

（担当議員による）視察対応プロジェク
トチームから説明を受けた

大
津
市
議
会
だ
よ
り
に
導
入

さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｒ
マ
ー
ク

議会だより編集委員会

▷議会広報編集について視察▷議会広報編集について視察 (１月26日　滋賀県大津市 )
(１月 27日　滋賀県彦根市）
(１月 26日　滋賀県大津市 )
(１月 27日　滋賀県彦根市）
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問答問

答

　

第
１
回
定
例
会
で
は
、
７
人

の
議
員
が
市
政
に
対
し
、
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と

答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て
掲
載

し
ま
す
。

塚
原
良
子 

議
員

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
書
き
込
み
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を

　
　
法
律
家
・
医
師
な
ど
に
よ
る
講
座
を
検
討

答

問

ほ
か
に
も
・
・
・

問

保
育
園
民
営
化
に
伴
う
受
託
事
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

答

サ
ー
ビ
ス
の
質
な
ど
専
門
的
か
つ
公
正
に
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

愛する家族へ思いを託す

※希望者は高齢福祉課まで　☎32-8904

一般質問は市ホームページで動画を公開しています。下野市　市議会 検索
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一

般

質

問

問

答問

答問

答

問答

問答

問答

髙
橋
芳
市 

議
員

中
村
節
子 

議
員

土
木
行
政
の
要
望
書
の
対
応
に
つ
い
て

　
　
生
活
道
路
整
備
修
繕
要
綱
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
る

答

問

身
近
に
学
べ
る
防
災
学
習
の
推
進
を

　
　
家
族
で
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
考
え
て
い
く

答

問

ほ
か
に
も
・
・
・

問

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答

庁
舎
に
設
置
。
ほ
か
に
大
松
山
な
ど
公
園
に
も
計
画
。

問

「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
の
導
入
を
。

答

県
全
体
で
取
り
組
む
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

災害にそなえて準備しましょう

歩道改修の要望書が提出されている市道
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一

般

質

問

問答

問答
・

・

問答

問答

問

答

小
谷
野
晴
夫 

議
員

大
島
昌
弘 

議
員

病
児
対
応
型
保
育
事
業
を
新
小
山
市
民
病
院
で
！

　
　
新
年
度
の
早
い
時
期
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
進
め
る

答

問

小
中
学
校
教
育
・
学
校
内
環
境
に
つ
い
て
伺
う

　
　
I
C
T
教
育
を
計
画
的
に
進
め
る

答

問

ほ
か
に
も
・
・
・

問

中
小
企
業
者
の
事
業
継
承
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答

中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
て
い
く
。

ほ
か
に
も
・
・
・

問

本
市
の
奨
学
金
貸
付
事
業
に
給
付
型
奨
学
金
の
制
度
を
。

答

現
行
制
度
の
利
用
者
と
の
公
平
性
を
勘
案
し
な
が
ら
、

　
　
方
向
性
を
示
せ
る
よ
う
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

病児保育事業を委託している済生会宇都宮病院

小学校に導入される電子黒板
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一

般

質

問

問

答

問答

問

答問

答

磯
辺
香
代 

議
員

村
尾
光
子 

議
員

同
一
労
働
同
一
賃
金
は
非
正
規
職
員
に
及
ぶ
か

　
　
国
は
関
連
法
の
改
正
を
目
指
す
と
し
て
い
る

答

問

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
の
規
制
策
を
求
め
る

　
　
設
置
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
す
る

答

問

ほ
か
に
も
・
・
・

問

水
道
事
業
石
橋
４
号
井
廃
止
後
の
水
源
確
保
方
針
は
。

答

今
後
10
年
間
は
、
石
橋
４
号
井
の
代
替
井
戸
は
必
要
な
い
。

ほ
か
に
も
・
・
・

問

新
庁
舎
の
効
果
を
根
拠
を
も
っ
て
公
表
さ
れ
た
い
。

答

開
庁
１
年
を
経
た
時
点
で
お
示
し
し
た
い
。

市内の保育園のようす

設置された太陽光発電設備
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意

見

交

換

会

市
民
意
見
▼　

思
川
開
発
と
下
野

市
水
道
事
業
に
つ
い
て

議
会

市
民
意
見
　

体
育
セ
ン
タ
ー
の

利
用
に
つ
い
て

議
会

市
民
意
見
　

石
橋
地
区
で
は
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
が
足
り
な
い
。
増
設

し
て
ほ
し
い
。 

議
会

市
民
意
見
　

独
自
の
自
治
会
公

民
館
が
な
い

議
会

市
民
意
見
　

予
算
が
伴
う
市
へ

の
提
案
は
、
誰
に
訴
え
れ
ば
い
い

の
か
。

議
会

市
民
意
見
　

薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
時
の
地
元
要

望
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い

議
会

下野市議会

意見交換会を開催しました
　２月18日（土）、18人の議員が市内３会場に分散し、市民の皆様との意見交換会を開催しました。
　３会場で計42名のご参加をいただき、たくさんのご意見をいただきました。いただいたご意
見について、終了後議会としての見解をまとめましたのでここに掲載いたします。

ご
意
見
へ
の
議
会
の
見
解
・
説
明



17 下野市議会だよりＮｏ.44

意

見

交

換

会

市
民
意
見
　

学
校
適
正
配
置
基

本
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

議
会

市
民
意
見
　

要
支
援
１
、
２
の

認
定
者
へ
の
介
護
予
防
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を

議
会

市
民
意
見
　

小
山
用
水
の
管
理

に
つ
い
て
の
協
議
は
ど
う
な
っ
た

か
。

議
会

市
民
意
見
　
「
哲
学
の
道
」の
補

修
整
備
を
お
願
い
し
た
い

議
会

市
民
意
見
　

市
歌
に
つ
い
て

議
会

市
民
意
見
　

屋
外
拡
声
器
に
つ

い
て

議
会

市
民
意
見
　

議
会
だ
よ
り
43
号

（
２
月
発
行
）を
読
ん
で

議
会
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意

見

交

換

会

市
民
意
見
▼　

政
務
活
動
費
に
つ

い
て

議
会

市
民
意
見
▼　

会
派
制
に
つ
い
て

議
会

市
民
意
見
▼　

常
任
委
員
会
制
に

つ
い
て

議
会

市
民
意
見
▼　

録
画
配
信
に
つ
い

て議
会

市
民
意
見
▼　

常
任
委
員
会
傍
聴

席
に
つ
い
て

意見交換会　アンケート結果

開催したことへの評価について

市議会への期待について

今回の感想や内容についての希望など

石橋会場16名、南河内会場14名、国分寺会場12名　合計42名の方にご参加いただき、その内、
30名の方からアンケート調査にご協力いただきました。

議
会
改
革
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
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意

見

交

換

会

班
長　
　

石
田
陽
一

副
班
長　

塚
原
良
子

　
　
　
　

大
島
昌
弘

　
　
　
　

須
藤　

勇

　
　
　
　

髙
山
利
夫

　
　
　
　

岩
永
博
美

意
見
交
換
会 

各
会
場
と
担
当
議
員

石
橋
会
場

南
河
内
会
場

国
分
寺
会
場

班
長　
　

小
谷
野
晴
夫

副
班
長　

若
林
稔

　
　
　
　

出
口
芳
伸

　
　
　
　

柳
田
柳
太
郎

　
　
　
　

岡
本
鉄
男

　
　
　
　

村
尾
光
子

班
長　
　

秋
山
幸
男

副
班
長　

磯
辺
香
代

　
　
　
　

中
村
節
子

　
　
　
　

髙
橋
芳
市

　
　
　
　

野
田
善
一

　
　
　
　

松
本
賢
一

石
橋
中
学
校
校
舎
改
修
等
特
別
委
員
会
を
設
置

小
中
一
貫
教
育
推
進
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
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２
月
４
日
（
土
）、
議
会
主
催
講
演
会
が
新

庁
舎
3
階
の
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
講

師
は
歴
史
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
早
川
知
佐
さ

ん
。
タ
イ
ト
ル
は
「
歴
史
文
化
で
地
域
活
性

化
〜
日
本
を
元
気
に
〜
」。

　

早
川
さ
ん
は
長
野
県
上
田
市
の
観
光
大
使

で
、
昨
年
、
話
題
に
な
っ
た
「
真
田
丸
」
の

大
河
ド
ラ
マ
化
の
た
め
に
、
署
名
活
動
を
す

る
な
ど
奔
走
さ
れ
た
方
で
す
。
今
、
流
行
り

の
「
歴
女
」
の
代
表
で
す
。

　

早
川
さ
ん
は
講
演
会
の
冒
頭
、「
ど
の
町

に
も
文
化
や
歴
史
は
あ
る
。
そ
れ
は
観
光
資

源
に
な
り
え
る
も
の
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

か
な
り
、
勇
気
づ
け
ら
れ
る
言
葉
で
す
。

　

そ
の
後
、
早
川
さ
ん
が
先
頭
に
立
ち
、
ど

の
よ
う
に
上
田
市
の
歴
史
を
観
光
資
源
に
し

て
い
っ
た
か
、
い
か
に
N
H
K
の
大
河
ド
ラ

マ
を
誘
致
し
た
の
か
、
ま
た
、
真
田
家
の
歴

史
に
つ
い
て
、熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
下
野
市
は
ど
の
よ
う
に
歴
史
を

観
光
資
源
に
し
て
い
っ
た
ら
い
い
か
」
と
尋

ね
ら
れ
る
と
、「
下
野
市
に
は
多
く
の
古
墳
が

あ
る
。古
墳
好
き
の
女
子
も
増
え
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
活
か
し
て
い
っ
て
は
」
と
の
答
え
で

し
た
。

　

講
演
会
を
聞
い
て
、
下
野
市
の
歴
史
を
観

光
資
源
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
市
民
が

も
っ
と
歴
史
的
価
値
を
知
り
、
好
き
に
な
り
、

他
市
他
県
の
方
に
い
か
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に

そ
の
歴
史
を
語
れ
る
か
が
第
一
歩
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。　　
　
（
中
村
節
子
）

下
野
市
議
会
だ
よ
り
№
44

平
成
29
年
５
月
15
日
発
行　

年
４
回
発
行

下野市議会だよりＮｏ.44

 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

次
号（
第
45
号
）は
８
月
15
日
に
発
行
し
ま
す

平成29年 第２回定例会 ５月31日(水) 議場にて開会予定
詳しい日程は決定次第、市ホームページ　　　　　　　　　　　　　　　　でお知らせいたします。

☆どちらも申し込みは不要です。皆様のご参加をお待ちしております。
※お車でお越しの方は駐車券を会場までご持参ください。会場にて無料化処理をいたします。

２月４日 市議会主催の講演会を開催しました

市議会からのご案内

午前１０時～正午（受付午前９時30分～）
場所 市役所庁舎３階　３０３・３０４会議室

6月24日(土)

内容　定例会の報告・意見交換　等

議会報告会を開催します

7月8日(土)
午後１時30分～（午後１時開場）
場所 市役所庁舎３階　３０３・３０４会議室

講演会を開催します

講師　的
まとが わ

川　泰
やすの り

宣　氏
宇宙航空研究開発機構 ＪＡＸＡ　名誉教授
テーマ
（仮）学校・家庭・地域社会の連携とは何か

～いま日本で生きること～

歴史文化で地域活性化～日本を元気に～　歴史プロデューサー　早 川  知 佐　氏

下野市　市議会 検索


